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腰神経叢形成根の変異と腰仙椎部形態との関係

石 橋 恭 之

抄録 腰神経叢の分節の変異と腰仙椎部形態との関連を,実習用遺体88体を用い肉眼解剖学的に調査した.腰神

経叢分節変異の指標 として,分岐神経,腰神経叢上下端,最下外側皮枝を,腰仙椎部形態として,仙前椎数,第

12肋骨長,腰仙部椎体角,仙骨岬角,仙腸関節面形態の変異を各々検索した.分岐神経は,起始根の高さと腰仙

骨神経幹の太さにより,9型に分類された.分岐神経が頭側移動型になると,仙前椎数の減少と第12肋骨の短縮
が生じ,尾側移動型になると,仙前椎数の増加と第12肋骨の延長が生じた.また分岐神経の変異の程度が大きい

荏,その出現率は高 くなった.腰仙部椎体角の最小となる部位は,分岐神経の頭尾側方向への移動変異と対応し

て,頭側あるいは尾側への漸進的な移動を示した.仙腸関節耳状面は,分岐神経の変異が東側型から尾側型へと

変化するのに伴い周期的な形態変化を示した.以上の結果は,この部分が示す臨床症状の多様性の一部を説明す

ると思われる.
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Abstract Theaimofthisstudyistoclarifytherelationshipbetweenthecraniocaudalshiftofthelumbar

plexusandthemorphologyofthelumbosacralvertebrae.Japaneseadultcadavers(∩-88)weredissected.
Asindicestolumbarplexussegmentalvariation,furcalnerve,therootsformlngthelumbarplexusandthe
orlglnOfthelowestlateralcutaneousbranchofthetrunkwereexamined. Asformorphologyofthe

lumbosacralvertebrae,numberofthepresacralvertebrae,lengthofthe12thrib,vertebralbodyanglesin

thelumbosacralregion,andthequantitativemorphologyofthesacroiliacjointsurfacewereexamined.
Thefurcalnervewereclassifiedintogtypesaccordingtothepositionofitsrootsandthethicknessofthe
branchestothelumbosacraltrunk.Ⅰnthecranial-shiftgroups,thepresacralvertebralnumberdecreased

andthe12thriblengthreduced,whileinthecaudal-shiftgroups,boththenumberandthelengthincreased.
Thelargertheextentofthefurcalnervevariationwas,themorefrequenttheoccurrenceofosseous

variationsbecame.Accordingtothefurcalnervevariation,thelevelof-thesmallestvertebralbodyangle
inthelumbosacralregionchangedgraduallyandtheformofthesacroiliacjointsurfacechangedinacyclic
manner.
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緒 言

脊椎数の変異や移行椎の出現に伴い,しば

しば腰神経叢形成根の位置や数の変異が生じ
1.2)

ることは古くから知られている.また,腰神

経叢と仙骨神経叢の両者に参加する分岐神経

(furcalnerve)の起始根とその腰仙骨神経幹

への分枝の太さ,及び体幹の領域における最

下外側皮枝の起始根の高さも同様に,脊柱に

対する下肢の頭尾側方向への移動に伴って移
3--5)

動すると考えられている.

一方,腰仙椎部は,従来解剖学的に記載が

不十分であったが,腰痛の好発部位であるた

めに,整形外科的に腰仙角,仙骨岬角,腰椎

前響角等のⅩ線学的形態計測が行われてき
6′--9)
た.さらに仙腸関節も,近年腰痛症との関連

から,また,多様な形態を示すことから注目
10---12)

されている.

本研究では,まず腰神経叢の変異と分岐神

経との関係を検討し,ついで最下外側皮枝と

分岐神経とを比較検討した.次に腰仙椎部を

計量形態学的に検索した.即ち,まず臨床的

に重要な腰仙部椎体角 ･仙骨岬角及び仙腸関

節の形態を計測,数値化し,ついで腰神経叢

の移動との関連の有無やその性質を知るため

に,その計測値を用いて分岐神経の変異との

関連を検討した.本研究によって,仙腸関節

面の形態及び腰仙部椎体角は,分岐神経の変

異と密接に関連していることが明らかにされ

た.

材 料 と 方 法

本研究には,解剖学実習用(1989-1991年)

に供された40歳から98歳迄 (平均72.9歳)の

遺体,総数88体 (男性48体,女性40体)176側

を用いた.以下の事項につき検索した.

1. 分岐神経とその分類
4)

先に,教室の工藤は,分岐神経起始根の高

さ,及び腰仙骨神経幹への分岐の太さを考慮

にいれて分岐神経を分類したが,今回著者も

これを基準としてその分類を行った (図 1).
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2. 分岐神経と腰神経叢

1) 腰神経叢形成根
13)

腰神経叢腹壁枝は変異が多いので,腹壁枝

を除いた外側大腿皮神経,大腿神経,閉鎖神

経の起始根の上下端を調査し,分岐神経変異

との関係を検討した.所見不確実の9側を除

いた167側について検討した.

2) 最下の外側皮枝

腸骨稜の上方より皮下に出現し,殿部外側

に分布する体幹の最も尾側の外側皮枝を最下

外側皮枝とし,その起始根と分岐神経変異と

の関係を検討した.

3. 分岐神経と腰仙椎部形態について

1) 椎骨数の変異

椎骨数の変異は,胸椎と腰椎について調査

し,分岐神経変異との関係を検討した.胸椎

と腰椎を判別する際に,短い第12肋骨と腰椎

肋骨突起との鑑別が問題となるが,ここでは,

関節を有し,且つ, 1分節下位の腰椎肋骨突

起よりも長いものを,肋骨とみなした.

2) 肋骨の長さ

肋骨の長短を判定するにあたっては,各個

体において体格差があるので,第10,11肋骨

と比較し,顕著に短いものを短縮型,比較的

長さの差が認められないものを延長型 とし

た.さらに,第12肋骨が欠損している場合は

短縮型,第13肋骨が存在する場合は延長型に

含めた.

3) 腰仙部椎体角及び仙骨岬角 (図2)

最下腰椎椎体上下線の中央を結ぶ線と第 1

仙椎の上下線の中央を結ぶ線のなす角を,一
7〕

般に腰仙角というが,この腰仙角の漸進的な

推移をみるため,第4腰椎と第5腰椎,第5

腰椎と第 1仙椎,第1仙椎と第2仙椎のなす

3つの角を,それぞれL4.L5間椎体角,L5･

Sl間椎体角 (いわゆる腰仙角),Sl･S2間椎

体角と定義した.但し,肋骨数の変異,腰椎

化及び仙骨化によって,腰椎か仙椎かの判定

が困難な場合が多いので,椎体角は,第23･

24椎体間,第24.25椎体間,そして第25･26

椎体間で各々測定した.仙骨岬角は,最下腰
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FA a L;5 F4 d L;5 FA g L5

図 1 分岐神経の分類.

(工藤4)を参考にした. L:腰神経 F:大腿神経 0:閉鎖神経 T:腰仙骨神経幹)

椎椎体前面と第 1仙椎椎体前面の接線のなす メスで注意深 く開き,仙骨側耳状面の輪郭を

角とした.これら4つの角度の計測は,脊椎 紙上にトレースした.図3に示したように,

を矢状面で半切後に行った. 耳状面の大骨盤に面する部分と小骨盤に面す

4) 仙腸関節面の形態 る部分に,接線 AB,BCをひき,それぞれ

仙腸関節の形状を調べるため,仙腸関節を の平行線 DC,ADを求めた.このAD,DC
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図 2 仙骨岬角 ･椎体角の計測法.

(L:腰椎 S:胸椎)

図 3 仙腸関節面の計測法.

(左仙骨耳状面)
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に対する仙腸関節の接点をa,Cとし,これ

を通る AB,BCの平行線を求め,その交点

をbとした.仙腸関節面の頭部長をab,尾部

長をbc,頭部尾部角を∠abcとして,関節

面の形態を計測値で示し,次にそれらの測定

値と分岐神経変異との関連を検索した.また,

男女差,左右差,年齢差についても検討した.

統計学的検定には,分散分析,F検定及び

Studentのt検定を用いた.

結 果

1. 分岐神経について (図1)

分岐神経を図 1に示したように9型に分類

した.分岐神経の型が左右で異なる個体が,

88体中20体 (23%)に認められた.しかし,

これらの左右差は,全て1分節に満たないも

のであった.また,分岐神経の型別出現頻度

は,左右及び男女間において明らかな差は認

められなかった.

正常型はL4-b型で示され,分岐神経が大

腿神経,腰仙骨神経幹,閉鎖神経の太さの順

に分岐するものであるが,これが最も多く101

側 (57%)にみられた.神経叢が頭側に移動
14)

し,頭側型(SHERRINGTONのいう,いわゆる

前置型pre丘xedtype)とみなされるものとし

ては,L3単独で分岐神経を形成するもの(L3

型)が2側 (1%),L3とし4が形成するも

のが10側 (6%)にみられ,そのうち L4が

二分する場合 (L3L4-a型)と三分する場合

(L3L4-b型)が,それぞれ3側と7側に認め

られた.腰仙骨神経幹への枝が太く, 1分節

に満たない頭側移動が生じているとみなされ

るもの (L4-a型)が,17側 (10%)にみられ

た.神経叢が尾側に移動し尾側型 (いわゆる

後置型 post丘Xedtype)とみなされるものと

しては,L5単独が分岐神経を形成するもの

(L5型)が8側 (4%),L4とし5が形成す

るものが19側 (11%)にみられ,L5が二分す

るもの(L4L5-a型)と三分するもの(L4L5-b

型)が,各々11側及び8側にみられた.L5が

二分するもののうち2側は,L5が閉鎖神経に



136 石 橋

表 1 腰神経叢の形成根と分岐神経の関係
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腰 神 経 叢 形 成 根

変異群 T12-L3 LトL3 T12-L4 L1-L4 L2-L4 LトL5 L2-L5
計

L3L4 1(80/.)' 1(80/.)' 4(330/.) 6(500/.)

5(29%) 12(71%)

2(2%) 94(96%) 2(2%)

12(75%) 4(25%)

7(44%) 8(50%) 1(6%) 16

8(100%) 8

計 1(0.5%) 1(0.5%)ll(6.6%)124(74%) 6(3.6%) 7(4.2%)16(9.5%)1(0.5%) 167

分枝していた.1分節に満たない尾側移動が

生じているとみなされる,腰仙骨神経幹への

枝が極めて細いもの (L4-C型)は19側 (11%)

にみられた.

2. 分岐神経と腰神経叢について

1) 腰神経叢形成根

分岐神経を,上記の分類を基に,L3L4(L3,

L3L4-a,L3L4-b),L4-a,L4-b,L4-C,L4

L5(L4L5-a,L4L5-b),L5の6群に分類し,

各群について,腹壁枝を除いた腰神経叢起始

根の上下端を調査した(表 1).分岐神経が頭

側に変異すると腰神経叢起始根も頭側へ移動

し,尾側へ変異すると腰神経叢起始根も尾側

へ移動した.これは分岐神経の変異が1分節

に及ばなくとも認められた.分岐神経が L4

で正常でも,より頭側型と考えられる L4-a

群では,5側 (29%)に神経叢の頭側への移

動 (T12-L4)がみられ,対称的に尾側型の

L4-C群では,神経叢が尾側へ移動し,L2-L4

からなるものが4側 (25%)に認められた.

正常と考えられる L4-b群では,その98側中

94側 (96%)で,神経叢がLLL4から構成さ

れていた.

2) 最下外側皮枝

腰神経叢起始根と同様,分岐神経の漸進的

な変異により,最下外側皮枝の起始根も漸次

腰神経叢形成根は腹壁枝を除外している.

'分岐神経がL3単独から起こる例.

T:胸神経, L:腰神経.

移動し,最も高位の外側皮枝はTll･T12で

(短縮型),最も低位の外側皮枝はL2･L3で

あった (延長型)(表 2).

3.分岐神経と腰仙椎部の形態

1) 椎骨数

仙前椎数の変異が,88体中10体 (11%)に

認められた.このうち椎骨減少型は,表3に

示したように,胸椎12個腰椎4個が1体,胸

椎11個腰椎5個が3体,計4体であり,椎骨

増加型は,胸椎12個腰椎6個が3体,胸椎13

個腰椎 5個が2体,計 5体に認められた.仙

前椎の総数が正常であるが胸椎が 1椎過剰 と

なった,胸椎13個腰椎4個の例が 1体認めら

れたが,後述する第12肋骨の延長や第13肋骨

の存在が脊柱の延長を示すとすれば,本例は

椎骨延長型に含まれるであろう.事実,本例

の分岐神経は両側ともL4L5群であり,半分

節尾側に移動していた.

仙前椎数の変異が認められたものでは,全

例に分岐神経の変異が認められた(表 3).ま

た,分岐神経の各分類例における椎骨数の変

異の出現率をみると,分岐神経から分かれる

各神経の太さの変動がある場合,即ち神経叢

の1分節に満たない移動によっても,椎骨数

の変異が増加する傾向が認められた (図4).

2) 第12肋骨の長さ
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表 2 最下外側皮枝起始根と分岐神経の関係

分岐 最 下 外 側 皮 枝 起 始 根

変異群 Tll･T12 T12 T12･LI LI L2 L2･L3
計

L3L4 4(33%) 4(33%) 3(25%) 1(8%) 12

13(76%) 4(24%) 17

18(18%) 26(26%) 57(56%) 101

7(37%) 12(63%) 19

L4L5 1(5%) 3(16%) 15(79%) 19

L5 6(75%) 1(13%) 1(13%) 8

計 4(2%) 36(21%) 43(24%) 91(52%) 1(1%) 1(1%) 176

T:胸神経, L:腰神経.

表 3 仙前椎の数の異常と分岐神経

分岐神経
仙前椎数 性 年齢

右側 左側

T12L4 ♂ 80 L3L4-a L3

TllL5 bU
IP
a

3
4
4

1
】
l
】
l
]

0
8
5

7
9
6

♂

♀
♀

L3
L3L4-a
L3L4-b

T13L4 ♂ 86 L4L5-a L4L5-b

T12L6 ♂ 62 L4-C
♂ 80 L4L5-a
♀ 64 L5

T13L5 ♂ 81 L5 L5
♀ 60 L5 L5

T:胸椎, L:腰椎.
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表 4 分岐神経と仙骨岬角および腰仙部椎体角の関係

分岐
神経
変異群(∩)

仙骨岬角(o)

L3L4 (12)

L4-a (17)

L4-b (101)

L4-C (19)

L4L5 (27)

椎 体 角(O)

L4･L5間 L5･Sl間 Sl･S2間
(第23･24椎間) (第24･25椎間) (第25･26椎間)

134.5±11.4
A4
131.1± 7.1

129.2± 7.7+
A4,B2,C3
135.2± 9.0
B2
134.2±10.5
C3

156.4_+12.9+
D4,El,Fl,G1
165.5± 8.3
D4,H3,Ⅰ2
169.9± 5.7
El,H3,J4
168.9± 5,3
Fl,K4
172.5± 5.2
Gl,Ⅰ2,J4,K4

154.8±18.6
L1
148.7± 7.5
Ml
139.4± 7.7'
Ll,Ml,Nl,01
146.2± 7.8
Nl,P4
153.3±11.1
01.P4

185.8± 3.5
Q4,R2
188.6±10.2
S3,Tl,U1
183.8± 5.5
S3,Vl,Wl
173.7± 9.7
Q4,Tl,Vl,Ⅹ4
165.5±14.8'
R2.Ul.Wl.X4

計 (176) 131.2± 8.9 168.9± 7.6 144.2±11.1 180.4±11.2

各群における計測値を,平均値±標準偏差で示した.'は各部における最小値を示す.同じ文字同士間(A-X)

の差異の有意水準はアルファベットの肩文字で示した:lpく0_001, 2p<0.005, 3p<0.01, 4p<0.05,
∩:標本数.

図5に示したように,分岐神経が頭側型で

は,第12肋骨短縮の出現頻度は高値を示し,

逆に尾側型になると,第12肋骨延長の頻度が

増加する傾向が認められた.即ち,分岐神経

が頭側型の L3L4群の場合は短縮が9側 (75

%)にみられ,尾側型の L4L5群の場合は延

長が13側 (68%),L5群の場合は全例に延長

が認められた.分岐神経の移動が 1分節にも

満たない L4-a群や L4-C群の場合も,前者

で短縮が15側 (88%)に,後者で延長が6側

(32%)にみられ,また,正常型の L4-b群で

は,肋骨の短縮 と延長がそれぞれ11側(11%)

と3側 (3%)に認められた.

3) 腰仙部椎体角及び仙骨岬角

腰仙部椎体角 ･仙骨岬角の計測の結果は,

表 4に示すとおりである.全体の平均値及び

標準偏差値は,L4･L5(第23･24椎体)間椎

体角が 168.9±7.60(最大 1800,最小 1330),

L5･Sl(第24･25椎体)間椎体角が 144.2±

ll.10(最大 1880,最小1270),Sl･S2(第25･
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頭部短縮型 正 常 型

図 6 仙腸関節面の代表的形態.

26椎体)間椎体角が 180.4±11.20(最大 2100,

最小1370)であり,仙骨岬角は131.2±8.90(最

大 1560,最小 1150)で,各々分岐神経変異群

の間でかなりの差異を示し,分散分析におい

て有意差を認めた(仙骨岬角 :p<0.01,腰仙

部椎体角 :p<0.001).

腰仙部椎体角が最小値を示す部分は,分岐

神経の変異と共に頭尾側に移動した.即ち,

分岐神経が頭側型のL3L4群で,第 4･第 5

腰椎 (第23･24)椎体間が最小値を示し,分

岐神経が正常型の L4-b群との間に有意差が

みられた (p<0.001).一方,尾側型のL4L5

群では,第 1仙椎 ･第2仙椎 (第25･26)樵

体間が最小値を示し,正常群との間に有意差

がみられた (p<0.001).正常型のL4-b群で

は,第 5腰椎 ･第 1仙椎 (第24･25)椎体閣

(いわゆる腰仙角)で最小値を示し,頭側型及

び尾側型の群 との間に有意差がみられた

(p<0.001).仙骨岬角も,正常型の L4-b群

で最小であり,L3L4群,L4-C群,L4L5群

と比較 し有意差がみられた (p<0.05,p<

0.01,p<0.01).以上の統計学的検索は,左

尾部短縮型

右各側についても行ったが,同様の結果を得

た.

4) 仙腸関節面の形態

仙腸関節面と分岐神経変異との関連は,表

5に示したようであり,仙腸関節頭部長 ab,

尾部長 bc,頭部尾部比 ab/bc,頭部尾部角

∠ abcの各々において,分岐神経変異群の間

で分散分析で有意の差を認めた (p<0.001).
分岐神経が頭側型の群では,関節面の頭部長

が短く,尾部長が長い傾向を示し,尾側型の

群では頭部長と尾部長の長さはほぼ同じで,

多くの例で頭部尾部角が大きかった.分岐神

経が正常型の群では,これらの中間型になる

傾向を示した.各群のこれらの特徴的形態に

対し,ここでは各々を,頭部短縮型,尾部短

縮型,正常型と呼ぶことにした (図6).

しかし,頭側型で第5腰椎のほぼ完全な仙

骨化が見られる場合や,尾側型で第1仙椎の

ほぼ完全な腰椎化が認められる場合 (これら

の骨形態の変異は,片側のみにも生じ得る)

などは,前述の原則に従わず,仙腸関節面は,

分岐神経が頭側型でも尾部短縮型を呈し,ま
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表 5 分岐神経と仙腸関節形態の関係

October,1992
HirosakiMed.∫.44(3)

分岐 仙 腸 関 節 形 態

変異群(n) 頭部長 ab(mm) 尾部長 bc(mm) 頭尾部比 ab/bc(%) 頭尾部角∠abc(○)

L3L4 (12)
(8)

L4-a (17)

L4-b (101)

L4-C (19)
(17)

L4L5 (27)
(18)

28.8±4.8
(26.6±3.0)
A1
28.0±3.7
B1
28.1±3.4
C3,D1
31.4±5.9
(30.9±6.0)
C3
33.0±4.8
(33.7±4.1)
Al.Bl.Dl

47.4±5.5
(47.6±5.0)
E4
50.8±4.9
F2,Gユ,H1
46.4±5,4
F2,Ⅰ3
44.3±3.8
(43.9±3.8)
G1
45.1±4.9
(42.9±3.5)
E4.Hl.Ⅰ3

61.8±14.8
(56.5± 8.1)
J4,K1
55.8± 9.9
L4,M2,N1
60.9± 8.2
L4,01,P1
71.1±13.2
(70.8±13.9)
J4,M2,01,Q4
73.7±12.1
(78.8± 8.6)
Kl,N l,Pl,Q4

87.5±15.6
(82.0±12.3)
R2,S2
88.8± 7.1
T2,U3
88.0± 9.7
Vl,W1
97.7±11.3
(99.1±11.2)
R2,T2,V1
93.1± 8.7
(95.6± 7.3)
S2.U3.Wl

計 (176) 29.2±4.5 46.5±5.4 63.6±11.7 89.9±10.6

各群における計測値は,平均値±標準偏差で示した.( )内の計測値は腰椎化及び仙骨化を除外した値であ

る.同じ文字同士間 (A-W)の差異の有意水準はアルファベットの肩文字で示した :lp<0.001, 2p<

0.005, 3p<0.01, 4p<0.05, n:標本数.

た,尾側型でも頭部短縮型を呈した.これら

の椎骨形態の変異がある場合を除いて,各分

岐神経変異群 と仙腸関節面の形態を比較した

(表5).頭部長は,分岐神経の頭側移動に伴

い,正常型で尾側型に比し有意の減少を示し,

頭側型でも同様の値を示した(p<0.001).逆

に尾部長は,尾側移動に伴い次第に短縮する

傾向を示した(p<0.001).そして関節面の頭

部尾部比は,尾側型になるに従い漸次その値

が大きくなり,頭側型の群 と正常型の群及び

正常型の群 と尾側型の群の間には有意差が認

められた (p<0.05,p<0.001).また,頭部

尾部角も同様に,尾側型になるに従い値が漸

増する傾向が見られ,正常型の群と尾側型の

群 でその値 に有意差が認め られた (p<

0.001).つまり,仙腸関節面の形態は,分岐

神経の変異と密接に関連し,その移動と共に

漸進的に変化することが示された.以上の統

計学的検索は,さらに左右別でも行ったが,

同様の結果を得た.

上記の他,仙腸関節面の形態に関し,男女

差,性差,年齢差に関して,統計学的検索を

行った.男性は女性に対し尾部が長 く,尾部

長と頭部尾部比で有意の性差が認められたが

(p<0.05),他は特に差が認められなかった.

考 察

1. 分岐神経と腰神経叢

腰神経叢は,体幹と下肢の境界に位置し,

脊椎に対する下肢の頭尾側への移動に関連

し,その分枝 ･起始根が変化することは古 く
15,16)

から指摘されている.JHERING により最初

に記載された分岐神経 (BARDEENとELTING
1)

より引用)は,腰仙骨神経叢が下肢帯で腰神

経叢と仙骨神経叢に分離される部に形成され
17)

る.PATERSONは,この分岐神経の起姶根の

位置により,腰仙骨神経叢を正常もしくは前

置型 (分岐神経が第4腰神経)と,異常もし

くは後置型 (分岐神経が第 5腰神経)の2型
3)

に分類した.EISLERは,分岐神経の起始根の

位置のみならず,分岐神経の分枝のそれぞれ

の太さをも調べ,分岐神経の形態はそれまで

考えられていた以上に多様性を持つことを明

らかにし,この分枝の太さの変異が,分岐神

経の 1分節に満たない移動を示すという考え
4)

を述べた.工藤は,分岐神経をその起始根と

腰仙骨神経幹への分枝の太 さによって,

EISLERよりさらに詳細に8型に分類し,1分
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節以内の漸進的な変化を検討･報告している.

本研究では,前述の工藤の分類を参考に分

岐神経を分類したが,工藤の調査では観察さ

れなかった分岐神経が完全に1分節頭側へ移

動し,第3腰神経単独から起始する型を2側

に認め,それらを加え9型に分類した.この

結果,分岐神経は,これまでの報告同様一般

的にL4に起始していたが (78%),このうち

分岐神経が3分し,その太さが大腿神経,腰

仙骨神経幹,閉鎖神経の順であり,最も正常

と考えられる型 (L4-b)は57%に出現し,そ
4)

の値は工藤の値 (51%)よりやや高い値を示
17) 3)

した.また,本研究では,PATERSON,EISLER,
2) 4)

HoRWITZ,工藤等の報告同様,尾側への移動

(26%)が頭側への移動 (17%)より多く認め

られた.
1) 2)

BARDEEN とELTING,HoRWITZは共に,

腰仙骨神経叢の多数の肉眼解剖学的検索を行

い,神経叢の起始根の上端または下端により

それらを,前置型,正常型,後置型に分類し

ている.BARDEEN とELTINGは,神経叢の

形成根に関して,下肢の神経に関与する脊髄

神経の根数には6本から9本迄の変異がある

と述べているが,本研究で調べられた腰神経

叢だけに限定しても,それを構成する脊髄神

経の根数には,3本から5本迄の変異があっ

た(表1).本研究では,腰神経叢起始根の移

動と分岐神経変異との関係を調べたが,実際,

分岐神経の変異は,腰神経叢の移動を非常に

よく反映していることが確認された.しかし,

前述のごとく,神経叢には形成根全体の頭側

及び尾側への移動の他に,その形成根の縦方

向への広がりにおいても変異が認められるた

め,神経叢の頭尾側への移動を判定する場合,

神経叢の上下端の位置に注目するよりも,腰

仙骨神経叢の中間にあり,且つ,容易に認め

られる分岐神経の起始根とその分岐形態を指

標とする方が,より適切な方法であると言え

よう.
16)
RUGE は,椎骨数の異なる数種の霊長目に

ついて,体幹と下肢の境界皮膚領域に分布す
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る神経の起始根を詳細に比較検討した結果,

そのような神経の起始根は,動物が高等にな

るにつれ,漸次頭側に移動することを認め,

分節構造を有する体幹の神経と神経叢を形成

する下肢への神経は,連続的に移行すること
18)

を比較解剖学的に示した.また,河西は,ヒ

トの腰神経叢の詳細な検索から,腰神経叢腹

壁枝の代償関係を模式化し,神経間の移行や

吻合等の代償関係は,隣接する上下の分節の

神経間のみならず,同一分節に由来する神経

間にも認められることを明らかにした.引き
5)

続いて森川も,この間題をさらに細部にわた

り検討している.

本研究では,体幹と下肢の境界皮膚領域に

位置する最下外側皮枝について検討したが,

分岐神経の変異に対応して,最下外側皮枝の

起始根の高さも変化していた.そして最下外

側皮枝を分岐する神経は,頭側型では肋下神

経 (第12胸神経)の比率が高くなり,尾側型

では腸骨下腹神経 (第 1腰神経)の比率が高

くなっていた.また,少数例においては,そ

の枝は腸骨蝋径神経 (第1腰神経)に由来し

ていた.即ち最下外側皮枝の変異は,RUGEと

河西のいう体幹と下肢の神経の連続性を示唆
19)

し,また,体幹の短縮あるいは延長現象を示

す指標となり得ると考えられた.しかし,最

下外側皮枝は比較的細いため,分岐神経のよ

うに分枝の大きにより1分節以内の段階的な

位置の移動を示すことは,少なくとも肉眼解

剖レベルでは困難である.

以上のように,腰神経叢の漸進的な移動の

肉眼解剖レベルでの指標としては,分岐神経

の起始根と分岐形態を用いる方法が,現在の

ところ最良とみなされる.そこで次に,この

分岐神経の変異を用いて,腰神経叢の頭尾側

方向への漸進的移動と腰仙椎部形態との関連

を検討した.

2.腰仙椎部形態と分岐神経

1) 椎骨数の変異と第12肋骨長

仙前椎数が,胸椎12個腰椎5個以外の変異を

示す例は,本研究で10体 (11%)に出現した.
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20)
本邦では仙前椎数の同様の変異は,松井が200

21)
体中30体(15%),HASEBEが181体中37体(2022) 23)
%),神中が132体中24体 (13%),竹内が246

4)
体中26体 (11%),工藤が89体中12体 (13%)

に見出し,今回の比率と大差なかった.
1) 2)

BARDEEN とELTINGや HoRWITZは,樵

骨数の変異は腰仙骨神経叢の形成根の頭側ま

たは尾側への移動と密接に関連する一方,樵

骨数が正常値を示す場合でも腰神経叢の1分

節に満たない移動が見られることがあること

を報告している.また第12肋骨長は,脊柱の
24)

短縮 ･延長現象を反映するといわれている.
4)
工藤は,分岐神経の形状によって腰神経叢の

移動を段階的に示し,それと椎骨数の変異,

第12肋骨長との関係について論じている.本

研究でも,分岐神経の漸進的な変異と共に,

椎骨数の変異や第12肋骨長の変異が認められ

た.

2) 腰仙部椎体角及び仙骨岬角

腰仙角や仙骨岬角の変異は,臨床的に腰痛
25) 26)

症や変性腰椎とり症,腰椎分離とり症の一因

として注目されてきた.腰仙角及び仙骨岬角

の形態の変異に関しては,以前より腰仙椎の

分節の変異 ･異常との関連を示す報告はある
4,27)
が,同様の検索を計量形態学的に行った報告

はない.本研究におけるいわゆる腰仙角 (第

5腰椎と第 1仙椎との成す角)と仙骨岬角の

平均値は,それぞれ144.2±11.10と131.2±

8.90であり,固定標本を用いることは厳密に

は問題があるかも知れないが,生体でのX線
6へ-9)

検査成績を含む従来の報告と明らかな違いは

認められなかった.本研究では,方法に示し

たように第5腰椎と第 1仙椎のみならず,第

4腰椎と第5腰椎,第 1仙椎と第2仙椎のな

す角をも含めて,腰仙部椎体角とし,これら

によって,腰仙部の最大前撃部位を示し得る

と考えた.結果にみるように,腰仙部の最大

前撃部位,即ち角度が最小になる部分は,分
岐神経の漸進的な移動に対応して,頭尾側へ

徐々に位置を変えることが明らかとなった.

また,仙骨岬角に関しては,分岐神経が最も

October,1992
HirosakiMed.∫.44(3)

正常と考えられるL4-b群において最小値を

とり,分岐神経の偏位が大きくなるにつれ仙

骨岬角の値が大きくなる傾向にあった.これ

らの所見は,分岐神経の変異に伴って,腰仙

部前撃形成部位がその正常位置 (第5腰椎 ･

第 1仙椎間)からずれること,即ち,いわゆ
4,27)

る重複岬角が出現することを示唆するもので

あろう.

3) 仙腸関節面の形態

仙腸関節は,体幹と下肢との境界に形成さ

れるため,古くより腰仙骨神経叢の移動との
15)

関連を指摘されてきた.BoLK は,椎骨数が

正常で,神経叢が1分節に満たない移動を示

す場合,その移動は仙骨耳状面の高さの変化
28)

として示されると述べ,大内もこの考えに同

意している.しかし,大内によれば,この関

係を実際に調査した人はなく,また,著者の

検索した限りでも,腰神経叢の1分節に満た

ない移動と仙腸関節面の漸進的な移動との関

連性を明らかにした報告は認められない.

本研究では,腰神経叢の1分節に満たない

移動は,仙骨耳状面の明瞭な位置移動より,

むしろその形態変化を伴うことが観察され

た.これは次のように説明されるであろう.

即ち,脊柱に対する下肢の移動は連続的であ

るのに対し,耳状面を形成する仙椎は不連続

な分節構造を持つため,その移動も分節毎の

不連続的なものになる.従って,下肢,即ち

神経根が頭尾側方向へ 1分節に満たない移動

をしようとする場合,耳状面の移動はこれと

平行せず,耳状面の形態に歪みが惹起される.

そしてさらに,下肢の移動が1分節に及び,

完全な仙骨化 (または腰椎化)が生じる場合

には,仙腸関節が一つ上位 (または下位)の

椎骨に押し進み,再び尾側移動型 (または頭

側移動型)の仙腸関節形態に形を変える.以

上の結果,脊椎に対する下肢の頭尾側方向へ

の移動は,図7に示されるような周期的な形

態変化を伴うのであろう.

本研究で観察された腰仙部形態の多様性

は,少なくとも一つには,人類が直立二足歩
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図 7 耳状面の移動と形態変化.

(S:仙椎)

行への適応途上にあることに起因するともみ
2)

なされよう.ともあれ本成績は,この部位に

おける多様な臨床症状への一つの説明を与え

るものと思われる.

総 括

成人遺体88体176側において,腰神経叢を剖

出し,分岐神経の変異と腰仙椎部の形態変化

との関係について肉眼解剖学的に調査した.

1) 腰神経叢の位置の移動を表わす指標と

して,分岐神経の起始根を調査した.分岐神

腰神経叢形成根の変異と腰仙椎部形態との関係 143

経が L4に存在し正常型と考えられるもの

が,101側 (57%)存在した.頭側型と考えら

れるものとして,分岐神経が L3のみに起始

するもの2側 (1%),L3及び L4に起始す

るもの10側 (6%),L4に起始するが腰仙骨

神経幹への枝が極端に太いもの17側 (10%)

であった.尾側型と考えられるものは,分岐

神経が L4に起始するが腰仙骨神経幹への枝

が極端に細いもの19側(11%),L4及びL5に

起始するもの19側 (11%),L5のみに起始す

るもの8側 (4%)であった.

2) 分岐神経起始根の高さと分岐形態の変

化は,腰神経叢形成根の位置移動,及び最下

外側皮枝起始根の変異と密接に関連してい

た.

3) 分岐神経が頭側型になることと,仙前

椎数の減少 ･第12肋骨の短縮,及び尾側型に

なることと,仙前椎数の増加 ･第12肋骨の延

長は関連する傾向にあり,分岐神経の正常型

からの移動が大きくなる程その出現率も増加

した.

4) 腰仙部椎体角が最小になる部分は,分

岐神経の変異と共に,漸進的な位置の移動を

示し,仙骨岬角は,分岐神経が変異すること

によって角度の増大をみた.即ち,分岐神経

が L3L4型の群で第4･第5腰椎 (第23･24

椎体)間,L4-b型の群で第5腰椎･第 1仙椎

(第24･25椎体)間,L4L5型の群で第 1･第

2仙椎 (第25･26椎体)間の椎体角が最小値

を示し,仙骨岬角は分岐神経が L4-b型で最

小値を示した.

5) 仙腸関節面は,分岐神経の頭尾側への

変異と共に,周期的な形態変化を示した.那

ち,分岐神経が正常型から頭側型へ移行する

に伴い,関節面は頭部短縮型からさらに尾部

短縮型となり,一方,正常型から尾側型へ移

行すると,尾部短縮型からさらに頭部短縮型

となった.分岐神経が正常型の場合には,両

者の中間型 (正常型)を示した.
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